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地質情報研究部門では国土の基盤情報の一つとして、陸域や海域の地質調査
を行い、地質情報の整備、社会への提供を行っています。海洋地質研究グルー
プは、調査船を用いた地質調査を行い、構造発達史、堆積作用、古環境変遷な
どの研究および海洋地質図の作成を行っています。日本列島主要四島周辺の海
洋地質調査が終了し、2008年からは南西諸島の調査を行っています。井上研
究員は、主に音波を使った調査手法を用い、地質情報の空白域である沿岸海域
や南西諸島周辺海域の地質調査を行い、活断層の分布や活動履歴、海域の発達
史についての研究に取り組んでいます。

日本列島周辺海域の地質情報整備：沿岸から沖合まで
地質情報研究部門　海洋地質研究グループ　井

いのうえ

上 卓
たかひこ

彦（つくばセンター）

井上さんからひとこと
四方を海に囲まれた日本にとって、海洋は研究を進めるべきフロンティアで

あり、海域活断層や海洋エネルギー・鉱物資源に関する情報について社会的な
要望が高まっています。また海洋地質調査は、さまざまな研究グループや研究者、
外部機関などとの連携、漁業関係者などの協力があって初めて成り立つもので、
さまざまな専門の研究者が一体となって調査を実施していくことは、研究を進
めるにあたって、とても刺激になります。今後は沿岸～沖合域の海洋地質を連
続的に、また詳細に調査・研究することにより、防災・減災や海洋資源確保に
資する知的基盤整備をより一層進めていきます。

調査に使用する発振装置（エアガンの一種）の
調整の様子

イベントの詳細と最新情報は、産総研のウェブサイト（イベント・講演会情報）に掲載しています
　http://www.aist.go.jp/
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22日 CSJ化学フェスタ・産総研特別企画「触媒技術で拓く化学産業の未来」 東京 029-861-6052

03-3599-8006
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